






－作業療法体験談－

コミュニケーション障害
－リハビリ体験記②－

       さいたま市　 F さん

　2022 年 3月から 3か月間入院したと述べた
が、実は同じ病院に居座り続けたのではなく、
途中一度転院している。正確にいうと、初めの
5週間は大病院、後の 7週間はリハビリ特化型
医療施設にいた。そもそも 3月に入院し、誤嚥
防止のための食道・気管支分離手術を経てリハ
ビリ専門の施設に転院することは予定どおりで
あった。想定外は、本当に誤嚥性肺炎に入院の
2週間前にかかってしまい入院期間が予定より
も長くなってしまったこと、体力の消耗と身体
能力の低下が著しかったことである。
　転院のときの体重は入院前と比べて 15 ㎏減
の 38 ㎏となっていた。点滴だけで 1か月近く
過ごしたためで、転院する頃には食事に切り替
わっていたが、回復にはほど遠く、立つのがやっ
とだった。要するに寝たきり状態である。多系
統萎縮症の場合、個人差は大きいものの発症か
ら 5年で車椅子生活、6年で寝たきりという症
状の経過をたどるとされる。

　私も 2022 年で 6年目を迎えるが、歩行の
支障が大きくなり 1月から外出時には車椅子を
使わざるをえなかった。しかし寝たきりになる
のは、まだ受け入れられず踏ん張りどころと考
えていた。その矢先の入院だった。
　有無をいわさず寝たきり状態になってしまっ
た、というわけである。そのため少々せいてい
た。肺炎になったのは突発的な出来事で、症状
の悪化のためではない。だから、速やかにリハ
ビリを再開すれば、今ならまだ入院直前の状態
に戻ることはできるはずだ――と考えた。
　成算があるわけではなかったが、治療法がな
いのだから、ただ待っていてもしかたない。さ
さやかながら、吉兆らしきものもあった。入院
して間もない頃から懇意にしてくれた理学療法
士が4週目頃になると歩行訓練を始めてくれた。
両腕を支えられながの “よちよち歩き” で 10ｍ
ほどであったが、立つだけでもやっとだっただ
けに急に未来が開けたような気がした。驚いた
のはナースステーションの前の廊下だったため
に、看護師の一人がすぐに気が付いて「――さ
んだ！」と私の名を叫んだことである。すると、
その場にいた 10 数名の看護師がいっせいに振
り向き、どよめきが起きた。続いて拍手も。廊
下に飛び出してきた看護師も 2名いた。そのう
ちの一人が何か声をかけてくれたが、よく聴き
取れなかった。彼女たちの温かい拍手と声援に
背中を押されて私は幸先よいリハビリの再ス
タートを切ったと感じた。
　しかし、ただちに体を鍛えることに専念する
わけにはいかなかった。療法士や他のスタッフ
とのコミュニケーションの仕方を見直さなけれ
ばならなかったからだ。私は気管支分離手術に
ともない声帯を失った。それは事前に知ってお
り、私なりに準備をしていた。小声、不明瞭な
滑舌など発声障害が２年前くらいからひどく
なった。

　〈66 歳男性。2017 年、61 歳で多系統萎縮症
を発症。症状悪化のため 64 歳で勤めを辞め自
宅で療養に専念していたが､発症から 5年を経
た2022年3月、誤嚥性肺炎にかかり、治療・手術・
リハビリのために 3か月の入院を余儀なくされ
る。現在自宅での療養生活に戻る。〉

医師からの病名宣告を受け
てからの徐々に生じる身体
機能の変化と心の葛藤につ
いて記された「再スタート」
についてはこちらから　➡



　私は教員だった。大学の教壇に 30 年以上立
ち続けてきた者としてその責任は承知してお
り、やむなく定年まで 6年を残して退職を決
意した。すると、気が楽になって声を失った
後のことはあまり心配しなくなった。ホワイ
トボード、ミニタブレット、そして地元の病
院の訪問リハビリから派遣されて懇意になっ
た理学療法士の方が作ってくれた「文字盤」
を用意していた。文字盤とは、ひらがな 50 音
に数字、記号を印刷した A4のラミネート加
工したシートで、手術後を想定し家族を相手
に時々言葉のやり取りをして安心していた。
　誤算は、手の震えがひどくなったことだ。
私の手は時として激しく揺れて、A4の枠内に
とどめておくことさえ思うにまかせず、1セ
ンテンスの文字をすべて正確に指し示すこと
など至難の業に近かった。転院後は療法士を
はじめ医師や看護師に説明することが多くな
り、それにともない訓練時間の浪費やスタッ
フをいらだたせることも頻繁になっていった。
見かねた医師が作業療法士に相談したのは、
転院後一週間ほどたってからのことだった。
懸案は瞬時に解決した。

　感激した私は早速アマゾンでフィンガー
ボードを取り寄せ、活用し始めた。
　トーキングエイドもすぐにほしかったが、
自治体の助成が利用できそうだから少し待て
といわれた。結局入院中には間に合わなかっ
たが、退院後まもなく異例の速さで認可され
た。ひとえにケースワーカーさんの働きが大
であったことによる。今では起床から就寝ま
で手元に置かねばならない必需品となってい
る。
　一時は険悪な関係にあった看護師さんも、
「もっと早く知っていればよかったですね」
と満面の笑みを浮かべて喜んでくれた。そう
だね、と私も笑顔で応じた……「もっと早く
知っていれば」？　「もっと早く知って」……
いたんだ！
　そのとき 1年前の記憶がまざまざとよみが
えった。同じ場所で同じ人に同じことを二度
説明されていたのである。退院後、トーキン
グエイドに関してはさらに 2年前に地元の病
院の訪問リハビリの言語療法士の方が、パン
フレットを届けてくださっていたという事実
が判明した。何とも不甲斐ない。他人事のよ
うに聞いていて、本気でリハビリに向き合っ
てこなかったためだろう。反省。

　私の担当の作業療法士さんは、フィンガー
ボードとトーキングエイドという二つの会話
支援ツールを紹介してくれた。フィンガーボー
ドとは市販されている文字盤の一つ。フィン
ガーボードの電子版ともいえるのがトーキン
グエイドで、タブレットの i-Pad のアプリ。
いずれも手の震えに悩まされている私のよう
なユーザーにとって、ありがたい会話支援ツー
ルである。こうした商品はその背後に多くの
ユーザーの存在を感じさせ、まことに心強い。
それまでの “会話” をめぐる軋轢は何だった
のかと思う。

リハビリ中の
F様の様子を描いた
奥様のイラスト

i-pad に搭載されたトーキングエイドと
表示アイコンに合わせて穴の開いた

キーガード

次号に続く





『折り紙細工』
入院前にデイサービスで作って
いた折り紙細工を入院後に取り
組み、離床機会拡大しご本人の
活気も出てきました。ナースス
テーションのカウンターで病棟
前を通る方をお出迎えしていま
す。

ひとつひとつキレイに折って
組み立てられた折り紙細工！
このダルマさんを見ていると
元気が湧いてきますね♪

表紙

OT ギャラリー
ーみんなの作品展ー

＼みなさんの投稿お待ちしております！／

★ 各コーナーの募集要項 ★
●ねぇ、きいて！（作業療法実録）
作業療法士がみなさんに送る、「わたしはこんな作業療法をやってるよ！」というお話を募集しています。

●私の声（作業療法体験談）
今でも昔でも、あなたの作業療法の思い出を聞かせてください。きっと、それは誰かの励みや喜びになるでしょう。

●OTギャラリー（作品投稿コーナー）
作業療法の中で制作した作品、趣味で作った作品…あなたの『自慢の一品』を大募集！表紙に選ばれるかも！？

≪投稿フォームで応募！ ≫　
QRL または URL から投稿フォームにアクセス！必要事項を入力しご応募ください。
　　　　【　https://business.form-mailer.jp/fms/b631815e129531　】
※投稿フォームで応募後、広報部よりメールにてお返事させていただきます。

≪お問い合わせ≫
投稿をはじめ、広報誌に関してなにかございましたら、
埼玉県作業量士会 広報部専用メール【saitama.ot.kouhou@gmail.com】まで！

▼次回もおたのしみに！
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